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早稲田大学 基幹理工学部 

 

 

2025年度以降の基幹理工学部における学系入試制度の改革（学系再編）について 

 

 基幹理工学部では、現行の学系制度の長所を活用しつつ、本学を志すもの、学生、社会、各学科の

継続的な発展を目指して、2025年度入学者より、これまでの 3 学系（7学科）から 4 学系（7学科）

に再編することといたします。今回の変更によって、学生の希望に沿ったより適性の高い学科に進

級できる可能性が増し、受験生においても本学部を目指しやすくなることが期待されます。 

 

記 

 

学系再編の概要について 

1. 現行の 3学系から 4学系に再編します。主な変更点としては、工学系（学系 II）を工学系と情報

系（学系 2及び学系 3）に分けたことです。基幹理工学部全体の学生の総数及び各学科の定員数

は、変わりません。 

（現行） 

 学系 I（数学系） 

80 名 

学系 II（工学系） 

350 名 

学系 III（メディア系） 

120 名 

各学系から進級でき

る学科と人数の内訳 

数学科(50 名) 

応用数理学科(30 名) 

応用数理学科(30 名) 

機械科学・航空宇宙学科(140名)  

電子物理システム学科(80 名)  

情報理工学科(50 名)  

情報通信学科(50 名) 

情報理工学科(30 名) 

情報通信学科(30 名) 

表現工学科(60 名) 

一般選抜での 

募集人数 
45 名 210 名 65 名 

（2025年度より） 

 学系 1（数学系） 

80 名 

学系 2（工学系） 

235 名 

学系 3（情報系） 

155 名 

学系 4（メディア系） 

80 名 

各学系から進級でき

る学科と人数の内訳 

数学科(50 名) 

応用数理学科(30 名) 

応用数理学科(15 名) 

機械科学・航空宇宙学科(140 名)  

電子物理システム学科(80 名)  

応用数理学科(15 名) 

情報理工学科(70 名)  

情報通信学科(70 名) 

情報理工学科(10 名) 

情報通信学科(10 名) 

表現工学科(60 名) 

一般選抜での 

募集人数 
45 名 140 名 90 名 45 名 

 

2. 一般選抜の方式（理科選択、得意科目選考等）は、学系 1は旧学系 I、学系 2及び学系 3は旧学

系 II、学系 4は旧学系 IIIに準じ、変更はございません。 

3. IPSコース（学部 4年の研究室配属時に、大学院情報生産システム研究科に進むコース）は、学

系 2及び学系 3に配置されます。 

4. 入試定員（一般選抜、学校推薦型選抜などの定員）は、原則として学系定員に比例配分して学系

別の定員数を決定し、現在の定員数のバランスと大きく変わらないようにいたします。 

 

以上 
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別紙１ 

 

 

受験生ならびに関係者の皆様へ 

早稲田大学 基幹理工学部 

学部長 戸川 望 

 

2025年度以降の基幹理工学部における学系入試制度の改革（学系再編）について 

 

 早稲田大学基幹理工学部では、2025年度入学試験（2025年 4月入学）より、学系を再編し、新し

い学系別入試を導入いたします。 

 

 基幹理工学部では、2007 年度の学部創設以来、入試の段階で学科を決めず入学後 1 年間学習し、

2年進級時に自らの意志で学科を選択する独自の入試システムを採用しております。この入試・教育

システムは、1 年間の基礎教育を通して、改めて自らの関心や適性を見直すことができる利点を持

ち、在校生、受験生から高い評価を受けております。2014年度からは、入学後の学習目標をより明確

に定められるようにするとともに、学生の希望に沿ったより適性の高い学科に進級できるよう、学部を

「学系」という専門領域に分割し、受験生に学系を選択してもらう学系入試制度を導入いたしまし

た（現在：3学系、7学科）。 

 

 前回の改革から約 10年が経過し、国際化、情報化の急速な進展に伴い、教育にも変革が求められ

ています。文部科学省においても、学校で学んだ「生きる力」を発展させ、未来で活かせるような入

試改革を進めています。そこで、基幹理工学部では、現行学系入試制度の長所を活かしつつ、本学を

志すもの、学生、社会、各学科の継続的な発展を目指して、学系再編に取り組みました。 

 

 具体的には、2025年度入学者より、これまでの 3学系（数学系、工学系、メディア系）から、4学

系（数学系、工学系、情報系、メディア系）に再編することといたします。工学が分化しつつある時

流に対応するため、「工学系」を「工学系」と「情報系」に分けるというものです。また、受験生が

インターネット等から学問や研究に関する多くの情報を収集し、自らの進路についての方向性を持

てるようになったことからも、受験生の希望や適性に合わせた改革となります。 

 

 基幹理工学部では、新しい学系入試制度を導入し、今まで以上に教育力、研究力を高め、思考力、

判断力、表現力を持った、未来の国際社会で活躍できる人材の輩出を目指していきます。 

 

以上 
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別紙 2 

 

2025年度以降の基幹理工学部学系入試制度の改革（学系再編）に関する Q&A 

 

なぜ今回の入試制度の改革に至ったのですか？ 

基幹理工学部では、カリキュラム・ポリシーにて、「数学系、工学系、メディア系に分類した学

系別入試を採用し、1年次の学生は学科に属さず、学部（一部学系）共通のカリキュラムにより、

理工系の幅広い基礎をしっかりと修得するとともに、将来どのような分野に進むべきかについて

時間をかけて考えることができる。」ことを掲げています。 

 2014 年に導入されたこの入試制度により、学生にとって入学後の学習目標をより明確に定めら

れるとともに、希望に沿ったより適性の高い学科に進級できるという点で、十分な成果をあげ、

学生や受験生から高い評価を頂いております。 

 一方で、導入から約 10年が経過し、国際化、情報化の急速な進展等、社会情勢の変化により、

科学の各領域はより分化・深化が進み、さらに学生の意識も変化しつつある中、教育にも変革が

求められています。そこで、基幹理工学部では、学系入試制度の長所を活かしつつ、本学を志すも

の、学生、社会、各学科の継続的な発展を目指して、今回の入試制度の改革に至りました。 

ディプロマポリシーに掲げておりますように、「高等学校等における学習によって、確かな基

礎学力（知識・技能・思考力・判断力・表現力）、および主体的に学ぶ姿勢を身につけた者を受

け入れることを基本方針とする。」ことに変わりなく、今まで以上に教育力、研究力を高め、思

考力、判断力、表現力を持った、未来の国際社会で活躍できる人材の輩出を目指していきます。 

一般選抜、学校推薦型選抜への影響はありますか？ 

今回の学系再編では、工学系（旧学系 II）を工学系（新学系 2）と情報系（新学系 3）に再編す

るとともに、各学科のそれぞれの学系における定員枠を全体的に見直しました。 

一般選抜の方式（理科の選択、得意科目選考）におきましてはこれまでと変わらず、数学系、メ

ディア系についてはそのままに、新しい工学系と情報系は旧工学系と同様といたします。 

学校推薦型選抜等につきましても、原則的には変わりません。基幹理工学部全体の定員数が決

まった後、原則的に学系定員に比例配分して学系別の定員数を決定し、現在の定員数のバランス

と大きく変わらないように配慮いたします。 

入学後のカリキュラムの変更はありますか？ 

学系再編によるカリキュラムの大幅な変更は予定しておりません。これまで同様、学部共通科

目および各学系において、より適したカリキュラムになるよう適宜見直しを行っていきます。 

入試問題への影響はありますか？ 

入試問題の難易度も含め、学系再編による影響はございません。 

 


